
令和元年 8月31日（土） 10：00～12：00（9:30受付）
神戸女子大学ポートアイランドキャンパス  F館3階  F304講義室

日　時

場　所

内 容

申し込み
方 法 申し込み締切日

2019年8月30日

参加費
無　料
（定員２００名）

基調講演： 「コミュニティ・オブ・プラクティスの考え方」
 横内光子氏（神戸女子大学大学院看護学研究科看護学専攻 看護実践デザイン・情報マネジメント分野 教授)
実践報告： 柴谷涼子氏（神戸女子大学大学院看護学研究科博士前期課程 JCHO大阪病院 看護部看護ケア推進室室長 看護師長)
 奥井早月氏（神戸女子大学大学院看護学研究科博士後期課程 神戸女子大学 看護学部助教)
パネルディスカッション：座　　長／洪愛子氏（神戸女子大学看護学部学部長)
 　　　　　パネリスト／柴谷涼子氏  奥井早月氏

神戸女子大学看護セミナー
第5回

現場を活性化させる
チームづくり

［テーマ］

あるテーマに関する関心や問題、熱意などを共有し、
その分野の知識や技能を持続的な相互交流を通じて
深めていく人々の集団のことである。

コミュニティ・オブ・プラクティスとは

E-mailまたはFAXにて「第5回神戸女子大学看護セミナー」と明記の上、
①氏名（ふりがな） ②所属  ③連絡先  を記載し、お申し込みください。
E-mail：kango-kensyu@yg.kobe-wu.ac.jp　　FAX：078-303-4735



JR三ノ宮駅, 阪神・阪急・神戸市営地下鉄の
三宮駅からポートライナーをご利用頂き、
「みなとじま駅」で下車してください。
みなとじま駅から徒歩で約10分です。

お車でお越しの場合は、近隣のパーキングを
ご利用頂きますようよろしくお願い申し上げ
ます。

プ ロ グ ラ ム

ア ク セ ス

10:00 開会の挨拶
 神戸女子大学看護学部学部長　洪 愛子 教授

10:10～10:40 基調講演 「コミュニティ・オブ・プラクティスの考え方」
 神戸女子大学大学院看護学研究科看護学専攻
 看護実践デザイン・情報マネジメント分野 教授　横内 光子氏

10:40～11:20 実践報告「現場におけるチーム作りの実際」
 演者 1.「認定／専門看護師会の取り組み」
 　　　　神戸女子大学大学院看護学研究科博士前期課程
 　　　　JCHO大阪病院　看護部看護ケア推進室室長　看護師長　柴谷 涼子氏

 演者 2.「糖尿病ケアチーム」の取り組み
 　　　　神戸女子大学大学院看護学研究科博士後期課程
 　　　　神戸女子大学　看護学部 助教　奥井 早月氏
11:20～11:30 休憩
11:30～12:00 パネルディスカッション
 座長：洪 愛子氏　　パネリスト：柴谷 涼子氏　  奥井 早月氏
12：00 閉会の挨拶

大阪大大学大学院医学系研究科保健学専
攻博士後期課程修了。名古屋大学大学院
医学系研究科・減災連携研究センター准
教授を経て、2016年 4月より神戸女子大学
看護学部看護学科教授、2019年 4月より
大学院看護学研究科看護実践デザイン・
情報マネジメント教授。
専門は、成人看護学、ヘルスケア・サービ
ス・マネージメント。「よりよい看護を提供
するには？」というテーマについて、「よい
看護」の定義や評価、提供プロセス、提供
システム、人材育成、制度化など、多面的
に分析し、変化する時代の看護実践をデ
ザイン（常にクライアント・対象者を中心に
考え、目的を見出し、目的を達成する様々
な方法を考えて実現化）するための研究と
人材育成を目指して活動中。その一貫とし
て、現在大学院でコミュニティ・オブ・プラ
クティスの看護への活用について取り組ん
でいる。

講　師　紹　介

横 内  光 子
よこうち み つ こ

第５回 神戸女子大学看護セミナー

―コミュニティ・オブ・プラクティスの視点から―
現場を活性化させるチームづくりテーマ

神戸女子大学大学院看護学研究科看護学専攻
看護実践デザイン・情報マネジメント分野
教授

大阪府立看護大学看護学部看護学科卒業。2007年国立循環器病センター生
活習慣病棟に勤務。2013年兵庫県立大学看護学研究科成人看護学専攻修士
課程修了。その後、国立循環器病研究センター生活習慣病棟に勤務。糖尿
病ケアチームを立ち上げ、慢性疾患看護専門看護師として活動。2016年4
月より現職。

奥井 早月
お く い さ つ き 神戸女子大学大学院看護学研究科博士後期課程

神戸女子大学　看護学部助教

神戸女子大学大学院看護学研究科博士前期課程
JCHO大阪病院　看護部看護ケア推進室室長　看護師長

独立行政法人地域医療機能推進機構大阪病院勤務。2003年感染管理認定看
護師資格取得以降、専従で所属施設の感染管理業務に従事。他職種で構成
される感染対策チームの核として、医療関連感染サーベイランスや職務感
染対策、職員教育など医療関連感染予防活動を行っている。また、専従で
活動する認定看護師、専門看護師が所属する看護ケア推進室室長として、
活動支援、指導を行っている。その他、2015年看護師特定行為研修感染症
管理修了。

柴谷 涼子
しばたに りょうこ


